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第　　　　　　　    号

　わが家
や
の言

げん
語
ご
は、英

えい
語
ご
です。娘

むすめ
のトメは九

きゅう
歳
さい
、夫

おっと
は

日
に
本
ほん
語
ご
ができません。わたしはいやいや英

えい
語
ご
を使

つか
って

暮
く
らしておりますが、トメに日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
えておかない

と、そのうち親
おや
子
こ
の会

かい
話
わ
ができなくなる、日

に
本
ほん
語
ご
が、

ひいては自
じ
分
ぶん
がなくなると、わたしは必

ひっ
死
し
です。

　小
ちい
さいときから、トメには日

に
本
ほん
語
ご
の絵

え
本
ほん
を読

よ
み聞

き
か

せ、歌
うた
を歌

うた
い、アニメを見

み
せ、かなを教

おし
え、漢

かん
字
じ
を教

おし

え、市
し
販
はん
のドリルをやらせてきました。日

に
本
ほん
人
じん
学
がっ
校
こう
に

は通
かよ
わせていません。カリキュラムも人

にん
間
げん
関
かん
係
けい
も、日

に

本
ほん
文
ぶん
化
か
すぎて、抵

てい
抗
こう
があります。毎

まい
年
とし
夏
なつ
には日

に
本
ほん
に帰

かえ

り、保
ほ
育
いく
園
えん
や小

しょう
学
がっ
校
こう
という、子

こ
どもの集

しゅう
団
だん
に入

い
れて、

日
に
本
ほん
語
ご
をきたえます。昔

むかし
は、どんなにきたえた日

に
本
ほん
語
ご

も、春
はる
になるころには消

き
えてなくなっていました（で、

英
えい
語
ご
しかしゃべらなくなる）が、小

しょう
学
がく
生
せい
になってから

は、日
に
本
ほん
語
ご
が長

なが
持
も
ちします。言

げん
語
ご
能
のう
力
りょく
のピークである、

外
がい
国
こく
語
ご
を教

おし
えるなら今

いま
のうちと思

おも
いますが、とてもそ

の余
よ
裕
ゆう
はありません。

　問
もん
題
だい
は「読

よ
み書

か
き」です。周

しゅう
囲
い
は日

に
本
ほん
語
ご
がないから、

自
し
然
ぜん
と覚

おぼ
えることができません。わたしは漢

かん
字
じ
を必

ひっ
死
し

で教
おし
えますが、トメは覚

おぼ
えるそばから忘

わす
れます。ザル

で水
みず
をくんでるみたいです。小

しょう
学
がっ
校
こう
二
に
年
ねん
くらいまでは

ザルでもなんとかなりましたけど、三
さん
年
ねん
になったら、

いきなり漢
かん
字
じ
が増

ふ
えました。熟

じゅく
語
ご
も書

か
き順

じゅん
もむずかし

くなりました。

　今
いま
、トメに必

ひつ
要
よう
なのは、ちまちました（そしてすぐ

忘
わす
れる）漢

かん
字
じ
の反

はん
復
ぷく
練
れん
習
しゅう
より、読

よ
む力

ちから
だ、とわたしは

考
かんが
え直

なお
して、必

ひっ
死
し
で、トメに本

ほん
を読

よ
ませています。物

もの

語
がたり
だけじゃない、算

さん
数
すう
の本

ほん
も理

り
科
か
の本

ほん
も、教

きょう
科
か
書
しょ
もマ

ンガも、読
よ
ませたい。でも時

じ
間
かん
がなかなかありません。

　本
ほん
をさがしています。日

に
本
ほん
語
ご
の不

ふ
自
じ
由
ゆう
なトメでも、

すらすら読
よ
める本

ほん
。漢

かん
字
じ
のない、あるいはルビつきの、

文
ぶん
節
せつ
の区

く
切
ぎ
りがわかる本

ほん
。絵

え
本
ほん
じゃなく、字

じ
が多

おお
く、

九
きゅう
歳
さい
の自

じ
尊
そん
心
しん
を満

まん
足
ぞく
させられる本

ほん
。おもしろくて、ト

メがつづきを読
よ
まずにいられない本

ほん
。いろんな語

ご
彙
い
に

触
ふ
れられる本

ほん
。……どこかにあるはずなんですが。

　人
ひと
の文

ぶん
化
か
とは、とても複

ふく
雑
ざつ
（と今

いま
さらながら……）、

語
ご
彙
い
も複

ふく
雑
ざつ
。日

にち
常
じょう
会
かい
話
わ
だけできても、日

に
本
ほん
語
ご
がしゃべ

れることにはならないってことに、気
き
がつきました。

世
よ
に出

で
回
まわ
る日

に
本
ほん
語
ご
の数

かず
の膨

ぼう
大
だい
さにくらべると、トメが

触
ふ
れることのできる日

に
本
ほん
語
ご
はこれっぽっち。教

おし
えるこ

とのできる日
に
本
ほん
語
ご
もこれっぽっち。言

げん
語
ご
とは、ある程

てい

度
ど
たくわえておくと、あとはアタマの中

なか
で勝

かっ
手
て
に増

ぞう
殖
しょく

していくものだという真
しん
理
り
を知

し
らないと、やる気

き
が失

う

せそうになりますが、わたしは必
ひっ
死
し
です。
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